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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ａ．アームと、
ｂ．前記アームの一端部に設けられ、それぞれ外側面と内側面とを有する２つのブラケッ
トを含むピボット手段と、
ｃ．前記ピボット手段の一端部に設けられた扁平パネルディスプレー手段と、
ｄ．前記アーム手段の他端部に設けられたブラケット手段と、
を備え、
前記ピボット手段は、前記２つのブラケットの内側面間に配置された少なくとも１つのポ
リマーディスクと、
前記２つのブラケットの少なくとも一方の外側面に配置された少なくとも１つのばねワッ
シャと、
前記２つのブラケットの内側面間に、前記ポリマーディスクに隣接して配置された少なく
とも１つの他のブラケットとを有し、
前記２つのブラケット、前記少なくとも１つのポリマーディスク、前記少なくとも１つの
ばねワッシャ及び前記他のブラケットは、ボルトとナットにより緊締され一緒に保持され
ていることを特徴とする扁平パネルディスプレー支持システム。
【請求項２】
前記ブラケット手段が水平表面に固定されることを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項３】
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前記ブラケット手段を円弧の周囲で回動させる手段を含むことを特徴とする請求項２記載
のシステム。
【請求項４】
前記ブラケット手段が垂直表面に固定されることを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項５】
前記垂直表面がレールであることを特徴とする請求項４記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
発明の背景
１．発明の技術分野
本発明は位置決め可能な支持アームもしくはスタンドに関するものであり、さらに詳細に
は、扁平パネルディスプレースクリーンを目視し或いはキーボードを操作するためのアー
ムもしくはスタンド用の多重ピボット支持アームシステムに関するものである。
２．従来技術の説明
従来技術に係わる位置決め可能な支持アームは、組込みされたボールジンバルと、簡易ノ
ブ式ピボット装着部と、有角スロットと、制御アームもしくはスプリング装置とを備え、
これらを調整して扁平パネルディスプレースクリーンの位置を維持すると共に、少数のピ
ボットを中心とした回動能力を生み出す。充分な数のピボットの欠如により、しばしば充
分な個数のピボット軸線を中心とする支持アームおよびパネルディスプレースクリーンの
位置決め能力が制限されている。摩擦制御および動的リフト能力の欠如により、扁平パネ
ルディスプレーの調整は困難であり、調整を行うには両手が必要となる。さらに、摩擦ピ
ボット型ジョイントに対し下方向への支持アームおよびパネルディスプレースクリーンの
ペイロードの移動は、通常、ディスプレースクリーンの重力作用が働くために容易であり
、摩擦ピボット型ジョイントの摩擦力を容易に克服するが、上方向における移動は、ディ
スプレースクリーンを上昇させるのに要する上方向の力が摩擦ピボット型ジョイントの摩
擦、および重力を克服しなければならないので容易ではない。さらに、両手による調整で
はディスプレーの調整が複雑になる。二次的制御なしに再度位置決めが可能であり、調整
可能なカウンターバランスもしくは昇降システムを組込んで上方向もしくは下方向のいず
れにも「同等」（co-equal）の運動力を付与し、ＯＳＨＡの指針内で所定の運動力を生み
出すべく使用されうる摩擦システムを組込み、さらにタッチスクリーンの用途のためにデ
ィスプレーを安定させる多数の軸線にわたり位置決め可能な位置パネルディスプレースク
リーン装着システムが明らかに必要とされている。
発明の概要
本発明の一般的な目的は、扁平パネルディスプレースクリーン、もしくはキーボードを支
持および位置決めするための多重ジョイントのピボット支持アームである。
本発明の一つの実施の形態によれば、扁平パネルディスプレースクリーンを位置決めする
ための多重にジョイントされ且つピボットされる支持アームが備えられ、これは装着用ブ
ラケットと、アーム方位角ピボットと、昇降ピボットと、調整可能な荷重カウンタバラン
スシステムと、ディスプレーピボットと、ディスプレー回動ピボットとインターフェース
連結部とを備え、それらは連携して作用して扁平パネルディスプレースクリーンやキーボ
ードのような他の所望の目的物の支持および位置決めをする。
摩擦ピボット装着部は、独特な特徴を有する抗傾斜装置であり、実質的に同一の静的およ
び動的摩擦係数を有する１群のポリマー材料（たとえばデルリンもしくは他の超高分子量
ポリエチレン（ＵＨＭＷＰＥ）材料）の独特な性質に依存する。ワッシャーに使用される
ようなＵＨＭＷＰＥ材料の静的および動的摩擦係数、並びにこの摩擦ピボット傾斜拘束装
置の独特な効果は、扁平パネルディスプレーが使用者により選択される任意の傾斜位置に
留まる点である。使用者が扁平パネルディスプレーを傾斜させて上方向もしくは下方向、
或いは他の任意の位置に再度位置決めすることを所望する場合には、扁平パネルディスプ
レーが摩擦ピボット傾斜拘束装置を克服するよう手動で再度位置決めしなくてはならない
。扁平パネルディスプレーが一度異なる選択位置まで傾斜すると、独特の特徴を有する摩
擦ピボット傾斜拘束装置は、選択された新たな位置に扁平パネルディスプレーを抵抗力に
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よって拘束する。使用に際し扁平パネルディスプレーの位置を維持するための充分な摩擦
が与えられ、しかも扁平パネルディスプレーを新たな操作位置に或いは格納位置に再度位
置決めすべく容易な「離脱」解放を可能にする。ポリマー材料の独特な特性は摩擦ピボッ
ト傾斜メカニズムの円滑な傾斜調整を可能にし、しかも扁平パネルディスプレーの既定位
置に対し一定した摩擦メモリーを付与する。これを再度位置決めするには、扁平パネルデ
ィスプレーが新たな位置に留まる時点で水平方向の所定のバランスをとることが操作者に
要求される。
本発明の一つの重要な面および特徴は、扁平パネルディスプレースクリーンのための多重
ジョイント且つピボットされる支持アームシステムである。
本発明のもう一つの重要な面および特徴は、アームの所定範囲の移動内における任意の点
で位置決め可能な扁平スクリーンディスプレー用の多重ジョイント且つピボットされる支
持アームシステムである。
本発明の他の重要な面および特徴は、係属特許出願の主題である超高分子量ポリエチレン
（ＵＨＭＷＰＥ）ワッシャーを組込んだ複数のピボットである。
本発明のまた他の重要な面および特徴は、アーム方位角ピボットと、アーム昇降ピボット
と、ディスプレーロールピボットと、ディスプレー傾斜ピボットと、ディスプレー回動ピ
ボットとを含む複数のピボットである。
本発明のさらなる重要な面および特徴は、ディスプレー回動ピボットをディスプレー回動
ポイントに接続するインターフェースである。
さらに本発明の他の重要な面および特徴は荷重カウンタバランスメカニズム調整器であっ
て、アーム昇降ピボットに対するその調整の位置および角度はシステムに付与された各装
着オプションに対し電算化された数学的アルゴリズムを用いて導かれ、広範囲のディスプ
レーもしくはペイロード重量に対して使用者に調整可能なカウンタバランスピボット点を
提供する。
本発明のさらに他の重要な面および特徴は、荷重カウンタバランスメカニズムであって、
アームが０°の垂直位置から９０°の水平位置まで移動する際にアームに対し増大するモ
ーメント荷重に対応して動的に増大し、アームが９０°の水平位置から１８０°の垂直位
置まで下方向に移動する際に動的に減少するカウンタバランスモーメントを付与してアー
ムの全調整範囲にわたり直線的なカウンタバランス力を生み出す。
本発明のさらに他の重要な面および特徴は、窒素ガスのばねカウンタバランスメカニズム
であって、ピボットアームのピボット点内で物理的に作動してディスプレーもしくは他の
荷重の１８０°（±９０°）の回動を可能にする。
本発明のさらに重要な面はアームカウンタバランスシステムとは独立したアーム昇降摩擦
ピボットであって、所定の双方向摩擦移動力を確立することによりＯＳＨＡの指針内での
ディスプレーの片手による移動を可能にし、しかもタッチスクリーンもしくはキーボード
の用途において安定して目視し、操作するためのプラットホームを提供する。
以上、本発明の各具体例につき説明したが、本発明の主たる目的は扁平パネルビデオディ
スプレーもしくはキーボードのための多重ジョイントの回動可能な支持システムを提供す
ることにある。
【図面の簡単な説明】
本発明の他の目的および本発明に付随する多くの利点は、同じ参照符号が全図面にわたり
同じ部品を示す添付図面を参照して、以下の詳細な説明から一層よく理解されるであろう
。
第１図は本発明による扁平パネルディスプレーアームの斜視図であり、
第２図は扁平パネルディスプレーアームの側面図であり、
第３図はピボット支持ブラケットの回転等角投影図であり、
第４図は扁平パネルディスプレーアームの正面図であり、
第５図はピボット支持ブラケットの正面図であり、
第６図はピボット支持ブラケットの部分断面底面図であり、
第７図は扁平パネルディスプレーアームの部分切欠図であり、
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第８図は扁平パネルディスプレーアームの部分切欠図であり、
第９図は扁平パネルディスプレーアームの部分切欠図であり、
第１０図は扁平パネルディスプレーアームの部分切欠図であり、
第１１図は垂直軸線を中心とする支持アームのピボット範囲の上面図であり、
第１２図は第１の代替的な実施の形態である扁平パネルディスプレーアームの斜視図であ
り、
第１３図は第１２図における各部材の側面図であり、
第１４図はピボット支持ブラケットの回転等角投影図であり、
第１５図は下方位置における扁平パネルディスプレーアームの正面図であり、
第１６図はピボット支持ブラケットの正面図であり、
第１７図はピボット支持ブラケットの部分断面底面図であり、
第１８図は水平軸線を中心とする扁平パネルディスプレーアームの各種の位置における部
分切欠図であり、
第１９図は第２の代替的な実施の形態である天井トラック装着部の部分切欠図であり、
第２０図は第３の代替的な実施の形態である卓上扁平パネルディスプレーアームの図面で
あり、
第２１図は卓上扁平パネルディスプレーアームの図面であり、
第２２図は卓上扁平パネルディスプレーアームの上面図であり、
第２３図は卓上扁平パネルディスプレーアームの部分切欠断面図であり、
第２４図は第４の代替的な実施の形態であるスチールコイルばねを備えた卓上扁平パネル
ディスプレーアームの部分切欠断面図であり、
第２５図は第５の代替的な実施の形態であるキーボード支持システムの斜視図であり、
第２６図はキーボードトレーピボットブレーキ組立体の斜視図であり、
第２７図はキーボードトレーピボットブレーキ組立体の上面図であり、
第２８図はキーボード支持システムの側面図であり、
第２９図は第６の代替的な実施の形態である扁平パネルディスプレーアームおよびキーボ
ードアームを装着したローリングカート組立体の斜視図である。
好ましい実施の形態の詳細な説明
第１図は、壁部装着トラック板１２および１４に固定されると共に扁平パネルディスプレ
ー１６を支持する本発明による扁平パネルディスプレーアーム１０の斜視図である。有角
ブラケット組立体１８および２０はトラック板１２および１４に好適に固定されて、回動
可能に形成された支持ブラケット２２およびその関連部品を支持する。ピボット支持ブラ
ケット２２は、支持アーム２４およびガスばね２５並びに右側および左側支持アーム部材
１１２および１１４を含むその関連部品それぞれのためのピボット装着部として働く。ガ
スばね２５は回動可能な支持ブラケット２２と支持アーム２４との間に、以下に詳細に説
明するように固定される。ピボット支持ブラケット２２は垂直軸線２６を中心として回動
することにより支持アーム２４と、三軸ピボット３０と、扁平パネルディスプレー１６と
を垂直軸線２６を中心とする単一のユニットとして支持する。支持アーム２４はピボット
支持ブラケット２２に回動可能に固定されて、支持アーム２４と、三軸ピボット３０と、
扁平パネルディスプレー１６とを単一のユニットとした水平軸線２８を中心とする運動を
可能にする。以下に詳細に説明する三軸ピボット３０は、支持アーム２４のアウトボード
端部２４ｂに固定されて、扁平パネルディスプレー１６を支持する。
第２図は第１図の部材の側面図であり、符号は全て上記した部材に対応する。特に、支持
アーム２４のアウトボード端部２４ｂと扁平パネルディスプレー１６の後面におけるブラ
ケット３８との間に好適に固定されたピボット組立体３２、３４および３６を含む三軸ピ
ボット３０が図示される。支持アームのインボード端部２４ａはピボット支持ブラケット
２２に回動可能に固定されて、支持アーム２４およびそのペイロードに対して第１図に示
した水平軸線２８を中心として上下に回動可能な位置決めを可能にする。三軸ピボット３
０および扁平パネルディスプレー１６はピボット支持アーム２４とその作用により水平軸
線２８を中心として上下に位置決めすることができる。第２図に示すように、ピボット組
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立体３２はピボット組立体３２のアウトボード部材（すなわち、ピボット組立体３４、３
６および扁平パネルディスプレー１６）のピボット組立体３２を貫通する垂直軸線４０を
中心とした回動を可能にする。ピボット組立体３４は、ピボット組立体３４のアウトボー
ド部材（すなわち、ピボット組立体３６および扁平パネルディスプレー１６）の第４図に
示したピボット組立体３４を貫通する水平軸線４２を中心とする回動を可能にする。ピボ
ット組立体３６はピボット組立体３６のアウトボード部材（すなわち、扁平パネルディス
プレー１６）のピボット組立体３６を貫通するロール軸線４４を中心とする回動を可能に
する。
三軸ピボット３０のピボット組立体３２は、支持アーム２４の各部材から延在する垂直配
向のフランジ４６および４８に固定される。
次いで、第２図および第４図を参照して、三軸ピボット組立体３０につき説明する。ピボ
ット組立体３２は、支持アーム２４の端部２４ｂにて支持アームフランジ４６および４８
に固定されたアングルブラケット５０および５２と、アングルブラケット５０および５２
の内側平面にそれぞれ配設されたＵＨＭＷＰＥディスク５４および５６と、２個のベルビ
ル(Belleville)ばねワッシャー５９および６０を有するボルト５８と、ナット６２とを含
む。ＵＨＭＷＰＥディスク５４および５６の内部表面にアングルブラケット６４および６
６の水平方向に配設された部分が並んで位置し、これらブラケット６４および６６は外方
向に延在してピボット組立体３４に係合するためのフランジ部分となっている。ボルト５
８はブラケット５０、５２、６４および６６、ＵＨＭＷＰＥディスク５４および５６、並
びにベルビルばねワッシャー５９および６０、さらにナット６２を貫通する。ボルト５８
は組立体に対して緊締されて、ピボット組立体３４および３６、並びに扁平パネルディス
プレー１６を安定化させるための適度な摩擦を生み出す。ピボット組立体３２と同様に構
成されたピボット組立体３４は、ピボット組立体３２のアングルブラケット６４および６
６の垂直部分に固定されたアングルブラケット６８および７０と、それぞれアングルブラ
ケット６８および７０の内側表面に並設されたＵＨＭＷＰＥディスク７２および７４と、
２個のベルビルばねワッシャー７７および７８を有するボルト７６と、ナット８０とを含
む。ＵＨＭＷＰＥディスク７２および７４の内部表面にアングルブラケット８２および８
４の垂直方向に配設された部分が並んで位置し、これらアングルブラケット８２および８
４は外方向に延在してピボット組立体３６に係合するためのフランジ部分となっている。
ボルト７６はブラケット６８、７０、８２および８４、ＵＨＭＷＰＥディスク７２および
７４、ベルビルばねワッシャー７７および７８並びにナット８０を貫通する。ボルト７６
は組立体に対して緊締されてピボット組立体３６および扁平パネルディスプレー１６を安
定化させるための適度な摩擦を生み出すことによりピボット組立体３６が自らの重力によ
り落下するのを防止する。種々の重量を有する扁平パネルディスプレーに対応するために
摩擦緊締は調整可能となっている。ピボット組立体３６は、アングルブラケット８２およ
び８４のフランジに好適に固定されたプレートと、ＵＨＭＷＰＥディスク８８と、ブラケ
ット３８の平面部分３８ａと、ボルト９０と、ベルビルばねワッシャー９２とナット９４
とを含む。ボルト９４はプレート８６とＵＨＭＷＰＥワッシャー８８と平面領域３８ａと
ベルビルばねワッシャー９２とナット９４とを貫通し、組立体に対して緊締されて適度な
摩擦を生み出すように調整される。
扁平パネルディスプレー１６の三軸ピボット組立体３０における三軸での回動、さらにピ
ボット支持ブラケット２２により付与された水平方向および上下の位置決め性の組込みに
より、扁平パネルディスプレー１６のほぼ無限の数の位置決めが可能であることが理解さ
れよう。それぞれの場合、扁平パネルディスプレーは調整可能としなければならず、しか
も使用者により選択される位置に留まることが理解されよう。使用者がディスプレー１６
を傾斜させ上方向、下方向、左側から右側までまたは円形平面にて再度位置決めすること
を所望する際には、ディスプレーを手動で再度位置決めしてピボット組立体３２、３４お
よび３６により加えられた摩擦を克服しなければならない。ディスプレーが一度異なる選
択位置まで移動すると、ピボット組立体３２、３４および３６にて固有且つ独特な特徴を
有する傾斜拘束装置が新たな選択位置で扁平パネルディスプレー１６を抵抗力によって拘
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束する。使用時の扁平パネルディスプレー１６の位置を維持するのに充分な摩擦が付与さ
れるが、ディスプレーを新たな操作位置または格納位置まで再度位置決めするための「離
脱」解放が容易になる。ベルビルばねワッシャー５９、６０、７７、７８および９２によ
り供給される圧力と相まったポリマー材料ＵＨＭＷＰＥディスク５４、５６、７２、７４
および８８の独特な特性により、扁平パネルディスプレー１６の円滑な調整が可能となり
、しかも扁平パネルディスプレー１６の現在位置に対し一定した摩擦メモリーが付与され
る。扁平パネルディスプレー１６を再度位置決めするには、新たな位置に留まる時点で所
定のバランスをとることが操作者に要求される。各ピボット点も、種々の扁平パネルディ
スプレーおよび異なる長さのアームに対応するように調整可能である。
第３図はピボット支持ブラケット２２の回転等角投影図であり、第５図はトラック板１２
および１４に固定されたピボット支持ブラケット２２の正面図であり、第６図はトラック
板１２および１４に固定されたピボット支持ブラケット２２の部分断面底面図であり、符
号は全て前記の部材に対応する。第３図、第５図および第６図を参照して、支持ピボット
ブラケット２２につき以下に説明する。ピボット支持ブラケット２２は、有角ブラケット
組立体１８および２０の部分である有角支持ブラケット９８と１００との間に回動可能に
懸垂された中心ブラケット９６を備える。有角支持ブラケット９８および１００はそれぞ
れ平面部分９８ａおよび１００ａを備えて、第１図に示したようにトラック板１２および
１４に装着される。平面部分９８ａおよび１００ａは、壁、プレート、機械または他のこ
の種の平面に装着するために破線で示した余分の長さを有して製造されることもある。丸
みを帯びた縁部を有する平面部分９８ｂおよび１００ｂは平面部分９８ａおよび１００ａ
から直角に延在して、以下に詳細に説明するように中心ブラケット９６に回動可能に固定
される。
中心ブラケット９６は、直角に延在する平面部材１０４および１０６を有する平面領域１
０２を備える。さらに平面部材１０４および１０６からつながった半円形部材１０４ａお
よび１０６ａがそれぞれ延在し、これらは平面領域１０４および１０６と共にＵＨＭＷＰ
Ｅディスク１０８および１１０に並設される。第１図に示される、支持アーム部材２４は
、左側部材１１２および右側部材１１４を備える。第３図に示されるように、左側支持ア
ーム部材１１２は、ＵＨＭＷＰＥディスク１０８の寸法に対応するディスク状部分１１２
ａを備える。有角支持部材１１２ｃを有する平面部材１１２ｂは、ディスク状部分１１２
ａから延在して支持アーム２４の部分を形成する。有角支持部材１１２ｃおよび１１４ｃ
はブラケット１０４および１０６における停止部としても作用し、±９０°回動した位置
で支持アーム２４を停止させる。簡単且つ明瞭化するために右側部材１１４については第
２図に示さない。第５図は左側および右側支持部材１１２および１１４のディスク状部分
１１２ａおよび１１４ａを破線で示す。
第６図は左側部材および右側部材１１２および１１４を下方位置で示し、さらに（断面で
ない）完全なディスク状部分１１２ａを示すと共に、ディスク状部分、１１４ａの切欠図
を簡単且つ明瞭化するために示す。係留スタッド１１６は左側支持アーム部材１１２のデ
ィスク状部分１１２ａに固定されて、ＵＨＭＷＰＥディスク１０８および平面部材１０４
におけるそれぞれの孔部１２１および１２３を中心とし、且つそれらに沿った組立体であ
るオイライトベアリング１１８および付帯するオイライトワッシャー１２０を貫通し、さ
らにスチールワッシャー１２２、ベルビルワッシャー１２４およびナット１２６を貫通す
る。ナット１２６を調整して組立体に対して緊締することにより支持アーム部材１１２と
ピボット組立体と扁平パネルディスプレー１６（図示せず）とを安定化させるのに適した
所定の摩擦を付与する。パネルディスプレー１６の重量はガスばね２５により均衡される
。同様に、係留スタッド１２８は右側支持アーム部材１１４のディスク状部分１１４ａに
固定されて、ＵＨＭＷＰＥディスク１１０および平面部材１０６におけるそれぞれの孔部
を中心とし且つそれらに沿った組立体であるオイライトベアリング１１８と同様のオイラ
イト（図示せず）および付帯するオイライトワッシャー１１９を貫通し、さらにスチール
ワッシャー１３２とベルビルワッシャー１３４とナット１３６とを貫通する。
所定の摩擦力がこのように生成されて、支持アーム部材２４の垂直運動が使用者により選
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択される任意の位置に留まるよう確保される。使用者が扁平パネルディスプレー１６を上
方向もしくは下方向に再度位置決めすることを所望する際には、ディスプレーを手動で再
度位置決めして上記のアーム部材の回動摩擦を克服しなければならない。扁平パネルディ
スプレーが一度異なる選択位置まで移動すると、独特の特徴を有する摩擦装置はその新た
な選択位置に扁平パネルディスプレー１６を抵抗力によって拘束する。使用に際し扁平パ
ネルディスプレー１６の位置を維持するのに充分な摩擦が付与され、さらに、扁平パネル
ディスプレーを新たな操作位置または格納位置に再度位置決めするための「離脱」解放を
容易にする。
ベルビルワッシャー１２４および１３４により供給されるばね力と相まったポリマーＵＨ
ＭＷＰＥディスク１０８および１１０の独特な特性により、ディスプレーの円滑な調整が
可能となり、しかもディスプレーの既定位置に対し一定の摩擦メモリーが付与される。デ
ィスプレーを移動させるには、新たな位置に留まる時点で所定のバランスをとることが操
作者に要求される。この所定の垂直位置決め力が確立されて、下記するような調整可能な
ガスばね組立体により行われる支持アーム２４のペイロードカウンタガラスバランスとは
独立して機能する。
位置決め可能且つ調整可能なガスばね装着部１４０は、調整可能に装着され、対向端部に
固定ナット１４４および１４６を有するネジ付シャフト１４２により位置決めされるよう
に中心平面領域１０２に沿って調整可能に摺動する。ネジ付シャフト１４２の下端部にお
けるスロット１４８によりネジ付シャフト１４２、したがって、中心平面領域に沿ったガ
スばね装着部１４０の回動調節性が付与される。平面領域１０２の角度、すなわちネジ付
調整シャフト１４２の第１図に示した支持アーム２４水平ピボット軸線２８に対する角度
は、各装着オプションに電算化された数学的アルゴリズムにより予め設定されて、支持ア
ーム部材２４に装着された扁平パネルディスプレー１６の特定の重量に対応する使用者側
で調整可能な最適カウンタバランスピボット位置を付与する。第１８図、第１９図および
第２３図において各装着オプションに対して異なる調整角度で設定されたネジ付シャフト
１４２、４２４および６４２の例が示されている。位置決め可能且つ調整可能なガスばね
装着部１４０は、左側支持アーム部材１１２と右側支持アーム部材１１４との間の空間に
おいて位置決めされ、支持アーム２４を回動させると共に０～１８０°の範囲にある可変
のペイロードをカウンタバランスさせうることに注目すべきである。第１図に示されるよ
うに支持アーム２４は、水平軸線２８と交差している。タブ１５０および１５２が中心平
面領域１０２から外方向に延在し、ネジ付シャフト１４２が貫通するタブ１５０および１
５２に位置する孔部によってネジ付シャフト１４２の端部を支持する。ガスばね装着部１
４０に対し中心のネジ付孔部１５４は、ガスばね装着部１４０を調整する目的でネジ付シ
ャフト１４２を収容する。さらにガスばね装着部１４０は対向するタブ１５６および１５
８を備える。ピボットボルト１６０が対向するタブ１５６および１５８を貫通して、ガス
ばね２５の一端部の装着部として作用する。ガスばね２５のアウトボード端部１８３は、
第４図に示したように、左側および右側支持アーム部材１１２および１１４を貫通するピ
ボットピン１８４に固定される。
荷重カウンタバランスメカニズムは、アームが０°の垂直から９０°の水平まで移動する
際にアームに加わる増大モーメント負荷に対応して動的に増大し、アームが９０°水平か
ら１８０°垂直まで移動する際に動的に減少するカウンタバランスモーメントを付与し、
アームの全調整可能範囲にわたり直線的カウンタバランス力を付与する。
ピボットタブ部材１６２および１６４は、それぞれ平面部材１０４および１０６から直角
に延在して、有角ブラケット組立体２０および１８の部分を形成する。有角ブラケット組
立体２０においてボルト１６６は、ベルビルワッシャー１６８と有角支持ブラケット部材
１００ｂとＵＨＭＷＰＥワッシャー１７０とピボットタブ１６２とを貫通し、ピボットタ
ブ１６２の内壁部に固定されたネジ付挿入部１７２に固定される。ボルト１６６は、組立
体に対し所望の摩擦特性を付与するよう調整される。同様に有角ブラケット組立体１８に
おいて、ボルト１７４はベルビルばねワッシャー１７６と有角支持ブラケット部材９８ｂ
とＵＨＭＷＰＥワッシャー１７８とピボットタブ１６４とを貫通し、ピボットタブ１６４
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の内壁部に固定されたネジ付挿入部１８０（第４図におけるナット１４６の真下）に固定
される。ボルト１７４は、組立体に対し所望の摩擦特性を付与するよう調整される。この
摩擦は、組立体が第１図に示した垂直軸線２６を中心として回動する際に組立体全体を安
定化させる。半円形スロット１８２は有角支持ブラケット１００ｂとＵＨＭＷＰＥワッシ
ャー１７０とピボットタブ１６２とを貫通して、ネジ付シャフト１４２の端部におけるス
ロット１４８へ調整可能に接近する。ＵＨＭＷＰＥワッシャー１７０は、相互に係合する
インターロックタブ（図示せず）により有角支持ブラケット１００に対し位置決め固定さ
れ、ワッシャーの回動を防止すると共にＵＨＭＷＰＥワッシャー１７０とピボットタブ１
６２と有角支持ブラケット１００ｂとに共通の半円形スロット１８２の整列を確保する。
第４図は、三軸ピボット３０と扁平パネルディスプレー１６とが取付けられた完全下降位
置における扁平パネルディスプレーアーム１０の正面図であり、符号は全て上記の部材に
対応する。特に、三軸ピボットおよび支持アーム２４におけるガスばね装着部１４０とピ
ボットピン１８４との間に固定されたガスばね２５の図面を示す。
第５図はトラック板１２および１４に固定されたピボット支持ブラケット２２の正面図で
あり、符号は全て上記の部材に対応する。
第６図はトラック板１２および１４に固定されたピボット支持ブラケット２２の部分断面
底面図であり、符号は全て上記の部材に対応する。
操作方式
第７図は、第１図に示した水平軸線２８を中心とする支持アーム２４の１８０°ピボット
範囲１９１の側面図である。
第８図～第１０図は、第１図に示した水平軸線２８を中心とする平面パネルディスプレー
アーム２４の各種の位置決めの部分切欠図の例である。三軸ピボット３０および扁平パネ
ルディスプレー１６は簡単且つ明瞭化するために図示しない。これらの個別の例において
、ガスばね装着部１４０は最大負荷位置に調整され、すなわちピボット軸線２８からの最
大のオフセット(offset)を付与して最大のガスばねで支援する。調整可能なガスばね装着
部１４０が水平軸線２８近くに調整されると、カウンタバランスピボット点が弱められ、
これはより小さく且つより軽量の荷重につき望ましい。ペイロードの範囲内における無限
の調節性が望まれるが、それはこの設計により達成される。さらに、＋９０°（垂直上方
位置）から－９０°（垂直下方位置）まで移動する支持アーム２４の可能性が示されてい
る。
それぞれ各種のモニター重量に調整器１４０の最適位置が存在することに注目すべきであ
る。さらに各調整点（モニターの重量）において、設計によりアームが１８０°の移動範
囲にわたって移動する際に、該アームはカウンタバランスモーメントを動的に調整するこ
とにも注目すべきである。
荷重モーメントはアームが０°から９０℃まで移動する際に増大して、９０°でその最大
値に達する。次いでアームが９０°から１８０°まで移動する際に減少する。荷重モーメ
ントは、アームが垂直、すなわち０°もしくは１８０°の際にその最小値（ゼロ）となる
。
アーム２４が０°→９０°→１８０°まで移動する際に、カウンタバランスモーメントは
、増大および減少して必要とされる荷重モーメントの打消しを行う。カウンタバランスの
動的側面は、このシステムにおける３ピボット点の関係により生み出される。点Ｂは、水
平軸線２８を通過するアーム２４のピボットである。点Ａは、アームピボット支持ブラケ
ット２２におけるガスばねピボットボルト１６０である。点Ｃは、アームピボットから離
れたガスばねピボット１８４である。０°および１８０°にて３ピボット点Ｂ、Ａおよび
Ｃは全て直線上に位置し、したがってゼロのカウンタバランスモーメントを付与する。ア
ームが「Ｂ」を中心として回動する際、角度Ａ－Ｃ－Ｂは９０°においてその最大値まで
増大し、次いで１８０°において減少してゼロに戻る。この動的角度は荷重モーメントに
正確に対応する。これらのピボット点を中心として形成される角度において、ガスばねは
、アームの各位置での荷重モーメントをカウンタバランスさせるために適正な位置になる
。
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第１１図は第１図に示した垂直軸線２６を中心とする支持アーム２４のピボット円弧１９
０の上面図であり、ここでボルト１７４は有角ブラケット組立体１８をピボット支持ブラ
ケット２２に固定する。回動範囲１９１は、装着配置に応じ±９０°範囲もしくはそれ以
上とすることができる。限界は、一般に、扁平パネルディスプレー１６が壁部、プレート
、機械またはこの種の他の表面に９０°回動前に接触する際の扁平パネルディスプレー１
６の幅により設定される。ピボット組立体３２は、扁平パネルディスプレー１６が第２図
に示した垂直軸線４０を中心として回動することを可能にし、扁平パネルディスプレー１
６を壁部、プレート、機械または他のこの種の表面に対し平行に位置決めすることを可能
にする。
第１２図は、好適には壁梁(beam)もしくは他の適する表面に直接固定されて扁平パネルデ
ィスプレー２１６を支持する第１の代替的な実施の形態による扁平パネルディスプレーア
ーム２１０の斜視図である。ピボット支持ブラケット２２２はアーム２２４およびガスば
ね２２５を含む他の関連部品のためのピボット装着支持体として作用する。ガスばね２２
５はピボット支持ブラケット２２２と支持アーム２２４との間に以下に詳細に説明するよ
うに固定される。支持アーム２２４はピボット支持ブラケット２２２に回動可能に固定さ
れて支持アーム２２４と単一軸ピボット２３０（第１３図に示す）と扁平パネルディスプ
レー２１６とを単一のユニットとして水平軸線２２８を中心として運動させる。或いは、
詳細に上記したような三軸ピボット３０を支持アーム２２４のアウトボード端部２２４ｂ
に固定して、扁平パネルディスプレー２１６を支持することもできる。
第１３図は第１２図の各部材の側面図であり、ここで符号は全て上記の部材に対応する。
特に、支持アーム２２４のアウトボード端部２２４ｂと扁平パネルディスプレー２１６の
後面におけるブラケット２３８との間に好適に固定された単一軸ピボット２３０が図示さ
れる。支持アーム２２４のインボード端部２２４ａはピボット支持ブラケット２２２に回
動可能に固定されて第１２図に示した水平軸線２２８を中心とする支持アーム２２４およ
び扁平パネルディスプレー２１６のペイロードの上下方向のピボット位置決めを可能にす
る。単一軸ピボット２３０および扁平パネルディスプレー２１６は、回動される支持アー
ム２２４と共におよびその作用により、水平軸線２２８を中心として上下に位置決めする
ことができる。第１３図に示されるように、単一軸ピボット２３０は、単一軸ピボット２
３０を通過する第１５図に示した水平軸線２４０を中心とする扁平パネルディスプレー２
１６の回動を付与する。
単一軸ピボット２３０は、支持アーム２２４の各部材から延在する垂直配向したフランジ
２４６および２４８に固定される。
次いで第１３図および第１５図を参照して、単一軸ピボット２３０についてさらに説明す
る。単一ピボット２３０は、支持アーム２２４のアウトボード端部２２４ｂにおいて支持
アームフランジ２４６および２４８に固定されたアングルブラケット２５０および２５２
と、それぞれアングルブラケット２５０および２５２の内側平面に配設したＵＨＭＷＰＥ
ディスク２５４および２５６と、２個のベルビルワッシャー２５９および２６０を有する
ボルト２５８と、ナット２６２とを備える。ＵＨＭＷＰＥディスク２５４および２５６の
内部表面にアングルブラケット２６４および２６６の垂直方向に並設された部分が整列し
、これらブラケット２６４および２６６は外方向に延在してブラケット２３８に係合する
フランジ部分をなし、扁平パネルディスプレー２１６を単一軸ピボット２３０に装着する
。ボルト２５８は、ブラケット２５０、２５２、２６４および２６６、ＵＨＭＷＰＥディ
スク２５４および２５６、並びにベルビルワッシャー２５９および２６０、さらにナット
２６２を貫通する。ボルト２５８は組立体に対し緊締されて、扁平パネルディスプレーが
第１５図の水平軸線２４０を中心として傾斜する際に全ての位置で扁平パネルディスプレ
ーの重量を支持するのに適度な摩擦を付与すると共に、支持アーム２２４と共に第１２図
の水平軸線２２８を中心として垂直移動する。
第１４図はピボット支持ブラケット２２２の回転等角投影図であり、第１６図はピボット
支持ブラケット２２２の正面図であり、第１７図はピボット支持ブラケット２２２の部分
断面底面図であり、符号は全て上記の部材に対応する。第１４図、第１６図および第１７
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図を参照して、ピボット支持ブラケット２２２につき以下に説明する。ピボット支持ブラ
ケット２２２は、平面領域３０２とそこから直角に延在する平面部材３０４および３０６
とを有する中心ブラケット２９６を備える。さらに平面部材３０４および３０６から、つ
ながった半円形部材３０４ａおよび３０６ａがそれぞれ延在し、これらは平面領域３０４
および３０６と連携してＵＨＭＷＰＥディスク３０８および３１０に並設される。第１２
図に示した支持アーム部材２２４は左側部材３１２と右側部材３１４とを備える。第１４
図に示すように、左側支持アーム部材３１２は、ＵＨＭＷＰＥディスク３０８の寸法に対
応するディスク状部分３１２ａを備える。有角支持部材３１２ｃを有する平面部材３１２
ｂはディスク状部分３１２ａから延在して、支持アーム２２４の一部を形成する。右側部
材３１４については、簡単且つ明瞭化するために第１３図に示さない。第１５図の有角支
持部材３１２ｃおよび３１４ｃはさらに、ブラケットタブ３０４ｂおよび３０６ｂにおけ
る停止部としても作用し、支持アーム２２４を±９０°回動して停止させる。第１６図は
左側および右側支持部材３１２および３１４のディスク状部分３１２ａおよび３１４ａを
破線で示す。第１７図は左側部材および右側部材３１２および３１４を下方位置にて示し
、（断面でない）全ディスク状部分３１２ａを示し、さらに簡単且つ明瞭化するためにデ
ィスク状部分３１４ａの切欠図を示す。係留スタッド３１６は、左側支持アーム部材３１
２のディスク状部分３１２ａに固定されて、ＵＨＭＷＰＥディスク３０８と平面部材３０
４とにおける孔部３２１および３２３それぞれを中心とし、且つ、これに沿ったオイライ
トベアリング３１８および付帯するオイライトワッシャー３２０の組立体、並びにスチー
ルワッシャー３２２、ベルビルワッシャー３２４およびナット３２６を貫通する。ナット
３２６を調整して、組立体に対して緊締して適度な摩擦を付与する。同様に、係留スタッ
ド３２８は、右側支持アーム部材３１４のディスク状部分３１４ａに固定されて、ＵＨＭ
ＷＰＥディスク３１０と平面部材３０６とにおける孔部を中心とし且つこれら孔部に沿っ
たオイライトベアリング３１８（図示せず）と同様なオイライトベアリングおよび付帯す
るオイライトワッシャー３１９を貫通すると共に、スチールワッシャー３３２、ベルビル
ワッシャー３３４およびナット３３６を貫通する。
位置決め可能且つ調整可能なガスばね装着部３４０は、調整可能に装着され、対向端部に
固定されたナット３４４および３４６を有するネジ付シャフト３４２に位置決めされるよ
うに中心平面領域３０２に沿って調整可能に摺動する。ネジ付シャフト３４２の下端部に
おけるスロット３４８はネジ付シャフト３４２、すなわち中心平面領域３０２に沿ったガ
スばね装着部３４０の回動調節性を付与する。平面領域３０２の角度、すなわち第１２図
に示した支持アーム２２４の水平ピボット軸線２２８に対するネジ付調整シャフト３４２
の角度は、各装着オプション重量に対し電算化された数学的アルゴリズムにより予め決定
されて、アーム部材２２４の操作範囲にわたってカウンタバランス力ピボット点を付与す
る。各装着オプションに対し異なる調整角度で設定されたネジ付シャフト２４２、４２４
および６４２の例が第１８図、第１９図および第２３図に示されている。位置決め可能且
つ調整可能なガスばね装着部２２５は、左側支持アーム部材３１２と右側支持アーム部材
３１４との間の空間で位置決めされ、支持アーム２２４を回動させると共に０°～１８０
°の範囲で可変のペイロードをカウンタバランスさせうることに注目すべきである。第１
２図に示されるように支持アーム２２４は水平線軸２２８と交差している。タブ３５０お
よび３５２は中心平面領域３０２から外方向に延在して、ネジ付シャフト３４２が通過す
るタブ３５０および３５２に位置した孔部によりネジ付シャフト３４２の端部を支持する
。ガスばね装着部３４０に対し中心のネジ付孔部３５４は、ガスばね装着部３４０を調整
する目的でネジ付シャフト３４２を収容する。さらにガスばね装着部３４０は対向するタ
ブ３５６および３５８をも備える。ピボットボルト３６０は、対向するタブ３５６および
３５８を貫通して、ガスばね２２５の一端部につき装着部として作用する。ガスばね２２
５のアウトボード端部３８３は、第１５図に示した左側および右側支持アーム部材３１２
および３１４を貫通するピボットピン３８４に固定される。
荷重カウンタバランスメカニズムは、アームが０°の垂直から９０°の水平まで移動する
際にアームに加わる増大モーメント負荷に対応して動的に増大し、アームが９０°水平か
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ら１８０°垂直まで移動する際に動的に減少するカウンタバランスモーメントを付与し、
アームの全調整可能範囲にわたり直線的カウンタバランス力を付与する。
第１５図は、単一軸ピボット２３０および扁平パネルディスプレー２１６を取付けて、完
全に下降した位置にある扁平パネルディスプレーアーム２２４の正面図であり、符号は全
て上記の部材に対応する。特に、単一軸ピボット２３０およびガスばね装着部３４０と支
持アーム２２４におけるピボットピン３８４との間に固定されたガスばね２２５の図面が
示されている。
第１６図はピボット支持ブラケット２２２の正面図であり、符号は全て上記の部材に対応
する。
第１７図はピボット支持ブラケット２２２の部分断面平面図であり、符号は全て上記の部
材に対応する。
第１８図は、第１２図に示した水平軸線２２８を中心とする扁平パネルディスプレーアー
ム２２４の各位置の部分切欠図の例示である。円弧３９０はさらにピボット位置の１８０
°の運動範囲を示す。単一軸ピボット２３０および扁平パネルディスプレー２１６は、簡
単且つ明瞭化するために図示しない。
第１９図は第２の代替的な実施の形態である天井用トラック装着部４００の部分切欠図で
あり、符号は全て上記の部材に対応する。天井用トラック装着部４００は、支持ブラケッ
ト４０２と、４個のトラックホイール４０４、４０５、４０６および４０７と、扁平パネ
ルディスプレーアーム４３２と、第１４図に示したピボット支持ブラケット２２２と同じ
原理により構成されたピボット支持ブラケット４０８を組込んだ単一軸ピボット４３０と
からなる。扁平パネルディスプレーアーム４３２および単一軸ピボット４３０は、それぞ
れ第１５図に示した扁平パネルディスプレーアーム２２４および単一軸ピボット２３０と
同一に構成される。ピボット支持ブラケット４０８は、垂直軸線４１０を中心として回動
し、無限の数の方位角位置決めが可能となる。天井用トラック装着部４００は、ピボット
支持ブラケット４０８と、ボルト４１２と、ベルビルワッシャー４１３および４１８と、
スチールワッシャー４１４と、ＵＨＭＷＰＥディスク４１６と、ナット４２０、４２６お
よび４２８と、調整可能なガスばね装着部４２２とネジ付シャフト４２４とを有する好ま
しい実施の形態において説明された原理と同じものにしたがって設計される。ネジ付シャ
フト４２４は垂直軸線４１０に対し３°偏位して位置する。
トラックホイール４０４、４０５、４０６および４０７が天井用装着トラック（図示せず
）により係留されることにより、天井用トラック装着部４００および扁平パネルディスプ
レーアーム４３２は、天井に装着されたトラックに沿った任意の位置まで容易に巻き付け
される。代替的な実施の形態においては、トラックの排除により固定された回動オーバー
ヘッド装着部の組込みのオプションが与えられる。
第２０図～第２１図は、本発明の第３の代替的な実施の形態である卓上扁平パネルディス
プレー５１０の二つの図面である。卓上扁平パネルディスプレー５２４は、窪み孔部５１
４を有する有角ベース５１２と、ピボット支持ブラケット組立体５２２と、ガスばね５２
５を有する支持アーム５２４と、扁平パネルディスプレー５１６とからなる。ピボット支
持ブラケット組立体５２２は、好ましい実施の形態に説明された原理と同じものに従って
設計および構成され、垂直軸線４１０を中心として回動することにより支持アーム５２４
および扁平パネルディスプレー５１６の方位角回動を可能にする。単一軸ピボット５３０
は、支持アーム５２４を扁平パネルディスプレー５１６に接続し、これは第１５図で説明
した単一軸ピボット２３０の概念にしたがって設計および構成される。
第２２図は卓上扁平パネルディスプレー５１０の上面図であり、符号は全て上記の部材に
対応する。特に、ピボット支持ブラケット組立体５２２と支持アーム５２４と単一軸ピボ
ット５３０とにつき以下に詳細に説明する。
好ましい実施の形態に説明した原理と同じものを用いて設計および構成されたピボット支
持ブラケット組立体５２２は、ナット６２６および６３６と、ベルビルワッシャー６２４
および６３４と、スチールワッシャー６２２および６３２と、ブラケット平面部材６０４
および６０６と、ＵＨＭＷＰＥディスク６０８および６１０と、それぞれディスク状部分
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６１２ａおよび６１４ａを有する左側および右側支持アーム部材６１２および６１４と、
係留スタッド６１６および６２８と、調整可能なガスばね装着部６４０と、ピボットボル
ト６６０とからなる。
支持アーム５２４は、好ましい実施の形態に説明された原理と同じものを用いて設計およ
び構成された左側ブラケット部材６１２と、右側ブラケット部材６１４と、ガスばね５２
５と、プラスチックスペーサ６８６および６８８と、ピボットピン６８４と、フランジ５
４６および５４８とからなる。
第１の代替的な実施の形態に説明された原理と同じものを用いて設計および構成された単
一軸ピボット５３０は、アングルブラケット５５０、５５２、５６４および５６６と、Ｕ
ＨＭＷＰＥディスク５５４および５５６と、ベルビルワッシャー５５９および５６０と、
ブラケット５３８と、ボルト５５８と、ナット５６２とからなる。
第２３図は第３の代替的な実施の形態の部分切欠断面図であり、符号は全て上記の部材に
対応する。垂直軸線５２３を中心として回動するピボット支持ブラケット組立体５２２に
つき以下に詳細に説明し、特に有角ベース５１２へのピボット支持ブラケット５２２の装
着について説明する。ピボット支持ブラケット５２２は窪み孔部５１４内で有角ベース５
１２に固定され、ここでボルト６９４は、ベルビルワッシャー６９６と、ピボット支持ブ
ラケット５２２と、ＵＨＭＷＰＥディスク７００と、有角ベース５１２の平面部材５１２
ａと、スチールワッシャー６９８と、ベルビルワッシャー７０２とを下方向に貫通し、ナ
ット７０４を介し摩擦固定される。同様に、有角ベース５１２の除去により、扁平パネル
ディスプレー装着システムを回動可能にテーブル、ディスクまたはカウンタトップ或いは
他の装着表面に装着することが可能となる。調整ボルト６９４は、垂直軸線５２３に対し
１０°で偏在する。
第２４図は、第４の代替的な実施の形態であって、第２０図～第２３図に示した卓上扁平
パネルディスプレーに対し構造および概念において同様な卓上扁平パネルディスプレー８
００の部分切欠断面図であり、スチール螺旋ばね８１０を有する支持アーム８０２が組込
まれ、符号は全て上記の部材に対応する。スチール螺旋ばね８１０を有する卓上扁平パネ
ルディスプレー８００は、スチールばね８１０を代用して用いているが、上記実施の形態
に説明された原理と同じものを用いて設計および構成され、第２３図に示したガスばね５
２５により与えられる持上げる力の代わりに引張するカウンタバランス力を付与する。ス
チール螺旋ばねは、引張力を付与するので、位置決め可能且つ調整可能なガスばね装着部
６４０は、支持アーム５２４の第１図に示した軸線２８のような水平ピボット軸線の下で
はなく、支持アーム５２４の場合より上に装着される。スチール螺旋ばね８１０を有する
支持アーム８０２は、第２３図に示され、説明されたものと同じ固定部品を用いて同じ方
法で有角ベース５１２に装着される。
第２５図は第５の代替的な実施の形態であるキーボード支持システム１０００の斜視図で
あり、符号は全て上記の部材に対応する。キーボード支持システム１０００は、キーボー
ドトレー１０１０と、マウスパッドトレー１０１２と、ピボット／ブレーキ組立体１０７
２と、支持アーム１０１４とで構成される。キーボードトレー１０１０は、固定部分１０
１６を備え、さらに、固定部分１０１６に対し垂直に延在する装着用リップ１０１８を備
える。ケーブルアクセス孔部１０２２、１０２４および１０２６は固定部分１０１６およ
び装着用リップ１０１８の接合部に位置する。装着用リップ１０１８は、キーボードトレ
ー１０１０をピボット／ブレーキ組立体１０７２および接続された支持アーム１０１４に
固定するための複数の装着用孔部１０２０ａ～１０２０ｎをさらに有する。支持アーム１
０１４は、第１５図における支持アーム２２４と同様に設計および構成される。ピボット
／ブレーキ組立体１０７２は、複数のネジとナットとの組合せ１０２１ａ～１０２１ｎに
より支持アーム１０１４に取付けられる。さらに、キーボードトレー１０１０は、右側延
長部材１０３０と、左側延長部材１０３２と、スロット孔部１０３４および１０３６と、
機械ネジ１０４０および１０４２と、フロントリップ１０３８とを有するスライド板１０
２８を備える。右側および左側延長部材１０３０および１０３２は、種々の長さのキーボ
ードリストレストに対応する。スライド板１０２８は、スロット孔部１０３４および１０
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３６を介し固定部分１０１６に摺動可能に固定され、機械ネジ１０４０および１０４２は
、これに対し相互に摩擦固定される。装着用リップ１０１８およびリップ１０３８は、適
正な調整により、キーボードおよびキーボードリストレストをキーボードトレー１０１０
に係留且つ固定する。
マウスパッドトレー１０１２は、上側平面部材１０５６と下側平面部材１０５８とを有す
る連続したスライド板１０５４で構成され、これら平面部材は垂直方向に偏在して中間部
分１０１６により連結される。平面１０４４とリップ１０４６、１０４８、１０５０およ
び１０５２とを有するマウスパッドトレー１０１２は、フックおよびループ材料、両面テ
ープなどの材料により隣接スライド板１０５４の下側平面部材１０５８に固定される。上
側平面部材１０５６は第２８図に示したチャンネル１０６８および１０７０に摺動可能に
係合し、ノブ１０６４ａを有する機械ネジ１０６４が連続したスライド板１０５４におけ
るネジ付孔部を貫通すると共にスロット孔部１０６２中へ上方に突入する。ノブ１０６６
ａを有する機械ネジ１０６６は連続したスライド板１０５４におけるネジ付孔部を貫通し
てマウストレー１０１２の全移動を固定もしくは停止させる。機械ネジ１０６４は、マウ
ストレー１０１２の横方向移動を制限する停止部である。機械ネジ１０６４をノブ１０６
４ａにより緩めて、機械ネジ１０６４をスロット１０６２からネジ戻してマウストレー１
０１２を取り外すと共にキーボードトレー固定部分１０１６の他の側に再度挿入すること
が可能である。
第２６図はピボット／ブレーキ組立体１０７２の斜視図であり、符号は全て上記の部材に
対応する。支持アーム１０１４は簡単且つ明瞭化するために図示しない。ピボット／ブレ
ーキ組立体１０７２は、摩擦組立体１１００およびブレーキ組立体１１０２を支持する左
側部材１０７４ａおよび右側部材１０７４ｂを有するＵ字形ブラケット１０７４を備える
。
以下、摩擦組立体１１００につき説明する。ボルト１０８４は、有角ブラケット１０７６
と、ＵＨＭＷＰＥディスク１０８８と、Ｕ字形ブラケット１０７４の左側部材１０７４ａ
と、ＵＨＭＷＰＥディスク１０８６と、有角ブラケット１０７８と、ベルビルばねワッシ
ャー１１０４とを貫通し、これらは第２７図に示されるようにナット１０９６により集合
的に摩擦固定される。このように所定の摩擦力が生成されて、第２５図に示したキーボー
ドトレー１０１０の傾斜運動が使用者により選択される任意の位置に留まるよう確保され
る。使用者がキーボードトレー１０１０の傾斜を再度位置決めすることを望む際には、キ
ーボードトレー１０１０を手動で再度位置決めして、上記の生成されたキーボードトレー
１０１０の傾斜摩擦を克服しなければならない。キーボードトレー１０１０を異なる選択
位置まで移動させると、独特の特徴を有する摩擦装置は選択された新たな位置にキーボー
ドトレー１０１０を抵抗力によって拘束する。使用のためにキーボードトレー１０１０の
位置を維持するのに充分な摩擦が付与されるが、キーボードトレー１０１０を新たな操作
位置まで或いは格納位置まで再度位置決めするための「離脱」解放が容易になる。キーボ
ードトレー１０１０がマウスやキーボードによる入力のために使用される前に、キーボー
ドトレー１０１０は、以下に詳細に説明されるように任意の位置に固定され、ブレーキ組
立体１１０２を用いて安定性を増大させる。
ベルビルワッシャー１１０４により供給されるばね力と相まったポリマーＵＨＭＷＰＥデ
ィスク１０８６および１０８８の独特な特性により、キーボードトレーの円滑な調整が可
能となり、キーボードトレーの既定位置に対し一定の摩擦メモリーが付与される。キーボ
ードトレーを移動させるには新たな位置に留まる時点で操作者に所定のバランスをとるこ
とが要求される。
以下、ブレーキ組立体１１０２について説明する。ブレーキハンドル１１０８は、ブレー
キハンドル１１０８の下側部分から９０°の角度で延在するネジ付きシャフトを有して第
２７図に示したワッシャー１１０６と、有角ブラケット１０８２と、スチールワッシャー
１０９４と、Ｕ字形ブラケット１０７４の右側部材１０７４ｂと、スチールワッシャー１
０９２と、有角ブラケット１０８０とを貫通する。これらは有角ブラケット１０８０に溶
接されたナット１０９８を介し集合的に摩擦固定される。回動ブレーキハンドル１１０８
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は、ネジ付シャフト１０８６をいずれの方向にも回動させ、さらに摩擦緊締力を弱めて新
たな傾斜位置を選択することを可能にし、或いはブレーキメカニズムとして作用する摩擦
緊締力を増大させてキーボードトレー１０１０を位置固定する。
第２７図はピボット／ブレーキ組立体１０７２の平面図であり、符号は全て上記の部材に
対応する。
第２８図はキーボード支持システム１０００の端面図であり、符号は全て上記の部材に対
応する。特に、マウスパッドトレー１０１２の連続するスライド板１０５４がキーボード
トレー１０１０に摺動可能に係合するスライドチャンネル１０６８および１０７０が図示
される。マウスパッドトレー１０１２の上側平面部材１０５６はスライドチャンネル１０
６８および１０７０により係留される。
さらに、そこには複数の装着用ボルト１１１２ａ～１１１２ｎおよびナット１１１０ａ～
１１１０ｎが図示され、これらはキーボードトレー１０１０の装着用リップ１０１８をピ
ボット／ブレーキ組立体１０７２に固定する。
第２９図はローリングカート組立体１２００の斜視図であり、符号は全て上記の部材に対
応する。ローリングカート組立体１２００は、装着用ポール１２１４を支持する複数の二
重ホイールキャスター１２１２ａ～１２１２ｎを有するベース１２１０を備える。複数の
ポール装着ブラケット１２１６ａ～１２１６ｎを介して装着用ポール１２１４に固定され
ているのは、ピボット支持ブラケット２２２および扁平パネルディスプレー２１６を支持
する支持アーム２２４、ピボット／ブレーキ組立体１０７２およびキーボード支持体１０
００に接続した支持アーム１０１４である。さらに装着用ポール１２１４によりＣＰＵ装
着用ブラケット１２１８が支持される。ＵＰＳ装着用ブラケット１２２０は、装着用ポー
ル１２１４のベース１２１０に固定する。これらの部材の組合せにより移動性を有し且つ
調整が容易なコンピュータワークステーションが形成される。ローリングカート組立体１
２００の調節性の特徴により、移動性ワークステーションの直立および着座作業用途にお
ける調整が容易となり、いずれの位置においてもモニターとキーボードとの間を１６イン
チもしくは他の所望の間隔に維持する性能が付与される。扁平パネルディスプレーアーム
２２４および支持アーム１０１４は、格納の容易さ、移動の容易さ、またその他の理由を
考慮して垂直な位置をとることができる。
扁平パネルディスプレーもしくはキーボードのための装着システム
部材リスト
１０　　　扁平パネルディスプレーアーム
１２　　　トラック板
１４　　　トラック板
１６　　　扁平パネルディスプレー
１８　　　有角ブラケット組立体
２０　　　有角ブラケット組立体
２２　　　ピボット支持ブラケット
２４　　　支持アーム
２４ａ　　インボード端部
２４ｂ　　アウトボード端部
２５　　　ガスばね
２６　　　垂直軸線
２８　　　水平軸線
３０　　　三軸ピボット
３２　　　ピボット組立体
３４　　　ピボット組立体
３６　　　ピボット組立体
３８　　　ブラケット
３８ａ　　平面部分
４０　　　垂直軸線
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４２　　　水平軸線
４４　　　ロール軸線
４６　　　フランジ
４８　　　フランジ
５０　　　アングルブラケット
５２　　　アングルブラケット
５４　　　ＵＨＭＷＰＥディスク
５６　　　ＵＨＭＷＰＥディスク
５８　　　ボルト
５９　　　ベルビルワッシャー
６０　　　ベルビルワッシャー
６２　　　ナット
６４　　　アングルブラケット
６６　　　アングルブラケット
６８　　　アングルブラケット
７０　　　アングルブラケット
７２　　　ＵＨＭＷＰＥディスク
７４　　　ＵＨＭＷＰＥディスク
７６　　　ボルト
７７　　　ベルビルワッシャー
７８　　　ベルビルワッシャー
８０　　　ナット
８２　　　アングルブラケット
８４　　　アングルブラケット
８６　　　プレート
８８　　　ＵＨＭＷＰＥディスク
９０　　　ボルト
９２　　　ベルビルワッシャー
９４　　　ナット
９６　　　中心ブラケット
９８　　　有角支持ブラケット
１００　　有角支持ブラケット
１０２　　中心平面アーム
１０４　　平面部材
１０６　　平面部材
１０８　　ＵＨＭＷＰＥディスク
１１０　　ＵＨＭＷＰＥディスク
１１２　　左側支持アーム部材
１１２ａ　ディスク状部分
１１２ｂ　平面部材
１１４　　右側支持アーム部材
１１４ａ　ディスク状部分
１１４ｂ　平面部材
１１６　　係留スタッド
１１８　　オイライトベアリング
１１９　　オイライトワッシャー
１２０　　オイライトワッシャー
１２１　　孔部
１２２　　スチールワッシャー
１２３　　孔部
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１２４　　ベルビルワッシャー
１２６　　ナット
１２８　　係留スタッド
１３０　　ディスク状ベアリング
１３２　　スチールワッシャー
１３４　　ベルビルワッシャー
１３６　　ナット
１４０　　ガスばね装着部
１４２　　ネジ付シャフト
１４４　　ナット
１４６　　ナット
１４８　　スロット
１５０　　タブ
１５２　　タブ
１５４　　ネジ付孔部
１５６　　タブ
１５８　　タブ
１６０　　ピボットボルト
１６２　　ピボットタブ
１６４　　ピボットタブ
１６６　　ボルト
１６８　　ベルビルワッシャー
１７０　　ＵＨＭＷＰＥワッシャー
１７２　　ネジ付挿入体
１７４　　ボルト
１７６　　ワッシャー
１７８　　ＵＨＭＷＰＥワッシャー
１８０　　ネジ付挿入体
１８２　　半円形スロット
１８３　　アウトボード端部
１８４　　ピボットピン
１８６　　プラスチックスペーサ
１８８　　プラスチックスペーサ
１９０　　円弧
１９１　　ピボット範囲
２１０　　扁平パネルディスプレーアーム
２１６　　扁平パネルディスプレー
２２２　　ピボット支持ブラケット
２２４　　支持アーム
２２４ａ　インボード端部
２２４ｂ　アウトボード端部
２２５　　ガスばね
２２８　　水平軸線
２３０　　単一軸ピボット
２３８　　ブラケット
２４０　　水平軸線
２４６　　垂直配向フランジ
２４８　　垂直配向フランジ
２５０　　アングルブラケット
２５２　　アングルブラケット
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２５４　　ＵＨＭＷＰＥディスク
２５６　　ＵＨＭＷＰＥディスク
２５８　　ボルト
２５９　　ベルビルワッシャー
２６０　　ベルビルワッシャー
２６２　　ナット
２６４　　アングルブラケット
２６６　　アングルブラケット
２９６　　中心ブラケット
３０２　　平面領域
３０４　　平面部材
３０４ａ　半円形部材
３０４ｂ　ブラケットタブ
３０６　　平面部材
３０６ａ　半円形部材
３０６ｂ　ブラケットタブ
３０８　　ＵＨＭＷＰＥディスク
３１０　　ＵＨＭＷＰＥディスク
３１２　　左側部材
３１２ａ　ディスク状部分
３１２ｂ　平面部材
３１２ｃ　有角支持部材
３１４　　右側部材
３１６　　係留スタッド
３１８　　オイライトベアリング
３１９　　オイライトワッシャー
３２０　　オイライトベアリング
３２１　　孔部
３２２　　スチールワッシャー
３２３　　孔部
３２４　　ベルビルワッシャー
３２６　　ナット
３２８　　係留スタッド
３３２　　スチールワッシャー
３３４　　ベルビルワッシャー
３３６　　ナット
３４０　　調整可能なガスばね装着部
３４２　　ネジ付シャフト
３４４　　固定ナット
３４６　　固定ナット
３４８　　スロット
３５０　　タブ
３５２　　タブ
３５４　　ネジ付孔部
３５６　　タブ
３５８　　タブ
３６０　　ピボットボルト
３８３　　アウトボード端部
３８４　　ピボットピン
３８６　　プラスチックスペーサ
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３８８　　プラスチックスペーサ
３９０　　円弧
４００　　天井用トラック装着部
４０２　　支持ブラケット
４０４　　トラックホイール
４０５　　トラックホイール
４０６　　トラックホイール
４０７　　トラックホイール
４０８　　ピボット支持ブラケット
４１０　　垂直軸線
４１２　　ボルト
４１３　　ベルビルワッシャー
４１４　　スチールワッシャー
４１６　　ＵＨＭＷＰＥディスク
４１８　　ベルビルワッシャー
４２０　　ナット
４２２　　調整可能なガスばね装着部
４２４　　ネジ付シャフト
４２６　　ナット
４２８　　ナット
４３０　　単一軸ピボット
４３２　　扁平パネルディスプレーアーム
５１０　　卓上扁平パネルディスプレー
５１２　　有角ベース
５１４　　窪み孔部
５１６　　扁平パネルディスプレー
５２２　　ピボット支持ブラケット組立体
５２３　　垂直軸線
５２４　　支持アーム
５２５　　ガスばね
５３０　　単一軸ピボット
５３８　　ブラケット
５４６　　フランジ
５４８　　フランジ
５５０　　アングルブラケット
５５２　　アングルブラケット
５５４　　ＵＨＭＷＰＥディスク
５５６　　ＵＨＭＷＰＥディスク
５５８　　ボルト
５５９　　ベルビルワッシャー
５６０　　ベルビルワッシャー
５６２　　ナット
５６４　　アングルブラケット
５６６　　アングルブラケット
６０４　　ブラケット平面部材
６０６　　ブラケット平面部材
６０８　　ＵＨＭＷＰＥディスク
６１０　　ＵＨＭＷＰＥディスク
６１２　　左側支持アーム部材
６１２ａ　ディスク状部分
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６１４　　右側支持アーム部材
６１４ａ　ディスク状部分
６１６　　係留スタッド
６２２　　スチールワッシャー
６２４　　ベルビルワッシャー
６２６　　ナット
６２８　　係留スタッド
６３２　　スチールワッシャー
６３４　　ベルビルワッシャー
６３６　　ナット
６４０　　ガスばね装着部
６６０　　ピボットボルト
６８４　　ピボットピン
６８６　　プラスチックスペーサ
６８８　　プラスチックスペーサ
６９０　　ナット
６９２　　ナット
６９４　　ボルト
６９６　　ベルビルワッシャー
６９８　　スチールワッシャー
７００　　ＵＨＭＷＰＥディスク
７０２　　ベルビルワッシャー
７０４　　ナット
８００　　スチール螺旋ばねを有する卓上偏平パネルディスプレー
８０２　　支持アーム
８１０　　スチール螺旋ばね
１０００　　キーボード支持システム
１０１０　　キーボードトレー
１０１２　　マウスパッドトレー
１０１４　　支持アーム
１０１６　　固定部分
１０１８　　装着用リップ
１０２０ａ～ｎ　装着用孔部
１０２１ａ～ｎ　ナットおよびネジ固定部品
１０２２　　ケーブルアクセス孔部
１０２４　　ケーブルアクセス孔部
１０２６　　ケーブルアクセス孔部
１０２８　　スライド板
１０３０　　右側延長部材
１０３２　　左側延長部材
１０３４　　スロット
１０３６　　スロット
１０３８　　リップ
１０４０　　機械ネジ
１０４２　　機械ネジ
１０４４　　平面
１０４６　　リップ
１０４８　　リップ
１０５０　　リップ
１０５２　　リップ
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１０５４　　連続するスライド板
１０５６　　上側平面部材
１０５７　　機械ネジスタッド
１０５８　　下側平面部材
１０６０　　中間部分
１０６２　　スロット孔部
１０６４　　機械ネジ
１０６４ａ　ノブ
１０６６　　機械ネジ
１０６６ａ　ノブ
１０６７　　ノブ
１０６８　　スライドチャンネル
１０７０　　スライドチャンネル
１０７２　　ピボット／ブレーキ組立体
１０７４　　Ｕ字形ブラケット
１０７４ａ　有角ブラケット
１０７８　　有角ブラケット
１０８０　　有角ブラケット
１０８２　　有角ブラケット
１０８４　　ボルト
１０８６　　ネジ付シャフト
１０８８　　ＵＨＭＷＰＥディスク
１０９０　　ＵＨＭＷＰＥディスク
１０９２　　スチールワッシャー
１０９４　　スチールワッシャー
１０９６　　ナット
１０９８　　ナット
１１００　　摩擦組立体
１１０２　　ブレーキ組立体
１１０４　　ベルビルばねワッシャー
１１０６　　ワッシャー
１１０８　　ブレーキハンドル
１１１０ａ～ｎ　ナット
１１１２ａ～ｎ　装着用ボルト
１２００　　ローリングカート組立体
１２１０　　ベース
１２１２ａ～ｎ　キャスター
１２１４　　装着用ポール
１２１６ａ～ｎ　ポール装着用ブラケット
１２１８　　ＣＰＵ装着用ブラケット
１２２０　　ＵＰＳ装着用ブラケット
本発明の範囲を逸脱することなく、本発明につき種々の改変をなしうることが了解されよ
う。
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